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4.3 形式文節表現モデル（JFK 構造）の提案 



















句読点部(K)とし，J，F，K の連接を形式文節とする．また，この形式文節を(J, F, K)と
表記し，この３つ組をJFK 構造と呼ぶ． 
長さ０の文字列を空列と呼び，記号「_」で表現すると，可能な JFK 構造の型は Table 4-1 のよう
になる． 
 
Table 4-1 JFK 構造の種類 
Type # JFK Type Pattern Example 
0 0 (_, _, _) なし 
1 J (J, _, _) (日本語, _, _) 
2 F (_, F, _) (_, このような, _) 
3 K (_, _, K) (_, _, 「」 
4 JF (J, F, _) (解析, によって, _) 
5 JK (J, _, K) (コンパイラ等, _, 、)
6 FK (_, F, K) (_, しかしながら, 、) 
7 JFK (J, F, K) (生成, された, 。) 






ターンである．タイプ JK は，単語の並置表現に見られるパターンである．タイプFK は，接続詞，副




4.3.2 JFK 構造の統計値 
実際の文書を用いて収集した JFK 構造のタイプ別頻度（個数，割合）を調べてみる． 
ここで用いた文書データは次の２種類である． 
 
l 臨床症例文書 120 件 
l 自然言語処理に関する論文 7件 
 
文書規模に関する統計値（文書数，行数，形式文節数（JFK），文字容量）をTable 4-2 に，JFK




Table 4-2 Document Statistics for JFK 
  Clinical Case Article of NLP 
Docs 120 - 7 - 
Lines 6,095 0.013 1,516 0.012 
Cases 40,306 0.089 12,233 0.096 
Bytes 455,008 1.000 127,865 1.000 
 
Table 4-3 Frequency of JFK Types of Practical Documents  
JFK Type Clinical Case Article of NLP 
J 3,188 0.079 809 0.066 
F 950 0.024 630 0.052 
K 2,687 0.067 323 0.026 
JF 17,184 0.426 5,964 0.488 
JK 10,769 0.267 1,824 0.149 
FK 337 0.008 358 0.029 
JFK 5,191 0.129 2,325 0.190 
Total 40,306 1.000 12,233 1.000 
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Clinical Case Article of NLP
 
Fig. 4-1 Frequency Rate of JFK Types 
 
 
タイプ０のJFK 構造は実際の文書では存在しない．タイプJ，およびタイプJK のJFK 構造では
複合名詞が，また，タイプF，およびタイプFK のJFK 構造では，副詞，接続詞がもっとも多く観測さ
れた．タイプJF，およびタイプJFK のJFK構造では，名詞＋助詞，動詞・形容詞語幹＋活用語尾
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4.3.3 JFK 構造の実装 
JFK 構造の C 言語における構造体による定義と文節モデルとしての概要をFig.4-2 に示す． 
 
(c) 文の表現 
struct  JFK 
{ 
   char* J; 
   char* F; 
   char* K; 
   int   Jlen;
   int   Flen;
   int   Klen;
 















Fig.4-2 JFK 構造定義と文節モデル 
 
JFK 構造は，定義にあるように，自立部（J 部），付属部（F 部），句読点・記号部（K 部）から成る
各パートの開始位置を示す３つの文字列ポインタ（J, F, K）とポイントされた部分文字列長（Jlen, 
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4.4 キーワードの抽出 
キーワード抽出までの処理フェーズは，４つのフェーズに分解できる．これをFig.4-3 a) に示す． 
 
 
Decode from CGI encoded Data 
Translate to Shift-JIS Encoding 
Extract JIRITSU-GO (Nouns) 
Select Bio-Medical Keywords 







a) Keyword Extracting 
Generate Index Phase 1 
START 
END 
Data Grouping of Cases Phase 2 
Append to Database Phase 3 
b) Data Appending 
Extract Keywords 
Compare words to Index 








c) Data Searching 
 




Web ブラウザを用いた HTML フォームのデータ送受信では，CGI を利用するのが一般的であ
る． 
CGI 経由で Webサーバに送信された日本語を含む文字列は，2 バイトのバイナリコー ドとしてエ
ンコードされてくるので，サーバ側でこれをデコードする必要がある． 
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 頭 脳 首 肩 腕 手 脚 足 胸 腰 
 背 心 胃 腹 臓 肝 肺 膵 脾 腸 
 腫 胞 目 眼 鼻  口 唇 耳 喉 骨 
 腱 筋 血 炎 感 痛  症 病 療 疹 
 体 皮 咳 脈 熱 毒 癌 痢 核 腎 
 




































Table 4-1 にまとめる． また，システム動作画面例として，クライアント側の症例文書入力画面を




輸血歴 病変部位 同症状 胆石症 側副血行路 
心臓神経症 心エコー 所見 自然気胸 最大心拍数 左胸部痛 
高脂血症 高血圧症 結果左冠動脈 胸膜炎 胸部症状 




Table 4-1 System Requirements of the Database System (Server) 
OS Linux 2.0.30 (SysV UNIX compatible) 
CPU Intel Pentium MMX 200MHz 
RAM 32MB  
HDD 2GB 
httpd Server Apache 1.2.3 
Programming Language C++ (gcc 2.7.2) 
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Table 4-2 Fundamental Performance of the System 
Time [sec] File Size 
[byte] 
# of 
Words Extract Search Display Total 
doc001 5,191  30 4.8 5.5 1.6 11.9 
doc002 3,464  30 4.0 3.6 1.2 8.7 
doc003 2,924  30 4.3 3.7 1.5 9.4 
doc046 7,170  30 7.3 5.7 1.3 14.2 
 
データベース中の症例文書は，全部で 46 あり，各文書とも自動インデキシングされたキーワード


































Table 4-3 Parts of KANJI related to Physical Words  









































4.7 本章のまとめ  
医療施設における症例検討会等での報告は大多数が学会誌等に投稿されることもなく保管され
ているのが現状である．これらの未出版の症例について検索可能となるようにデータベース化を検
討した．本研究におけるデータベース構築の方法としては，症例報告を自然言語として扱い，症例
データを自動インデキシングした．この方法により自動抽出されたインデックスを本文にキーワード群
として添付し，フルテキストデータベースを作成した．また，キーワード群にファジィ推論を応用するこ
とにより，新たな症例に対して効率的に類似症例の検索が可能となった．さらに，本システムの有効
性を高めるためのシステム拡張について論じた．以上の検討により，本システムが臨床症例データ
ベースの構築に有効であることが示唆された． 
 
